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背景と目的 

会話の中で「大人になる」という言葉を使用することがある。 

多くの人は大人になるという事に敏感であるが定義を理解していない。 

法律では、満 20 歳で成人式を行い、大人とされる。成人式に出たからといって、スイッ

チが切り替わるように大人になれるわけではありません。そのため、社会的、文化的に

は 20歳で大人とされるが、実際には、10 代でも大人であると感じることがあるし、20

歳でも子供とみなされる人もいる。 

また、働いていれば大人と言えるでしょうか。ホームレスは大人でしょうか。 

この様に考えると、大人だと自分が思っていても他人は違う価値観を持っている人から

見れば違う大人だというのである。 

「大人になる」という言葉は広く使われ、曖昧なのである。 

例えば 

１、 不満を感情で表現するか否か 

２、 理解できないものがあると理解しているか否か 

３、 多様な他者を理解しているか否か 

などの事が挙げられている。 

と言うありきたりな事のほかにもっと何かあるのではないかと考え、新たな、大人になる

というのはどういう事なのか明らかにする。 

そこで、大人が思う、大人とはどういう像なのかを明快にしようと考えた。 

（問題意識） 

大人と呼ばれる人は多くいるが一人一人価値観が違うのは当たり前である。 

価値観の違いとは、何が大事で何が大事でないかという判断、ものごとの優先順位づけ、

ものごとの重み付けの体系のことである。 

大人と言われている人は、どのような人を大人だと定義しているのか洗い出す。 

【研究方法】 

・ヒアリング調査 

年代 20 歳以上の男女 

・グループ分け軸を作る 

例えば、お金重視グループ・他人重視グループなど 

今後のスケジュール 



8 月：調査紙の作成 

9 月：プレ調査実施／調査紙の修正 

10 月：本調査実施／調査結果の集計・分析 

11 月：調査結果のまとめ／仮説の検証・考察／結論・今後の課題 

12 月：推敲・清書／論文完成 

【参考文献】 

ニュースを考える、ビジネスモデルを知る 

http://bizmakoto.jp/makoto/articles/1007/26/news006_3.html 

 

大人になるとはどういうことか 

http://db.kobegakuin.ac.jp/kobe-media/jinbun/kekka.asp?FN=HSM0495 
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